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前回の課題

• 次のスライドに示したＷｅｂページを作成し、
電子メールに添付して提出せよ。

– 宛先： dan@cc.matsuyama-u.ac.jp

– 件名： Webデザイン#04_課題

– 本文： 授業の感想など

– 添付ファイル： sanjitsu.html
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sanjitsu.html title 要素

h1 要素→

h2 要素→

h2 要素→

h2 要素→

← ul 要素 （箇条書きリスト）

← p 要素

← p 要素

← p 要素

← p 要素



解答例
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<html>
<head>
<title>Webデザイン#04_課題</title>
</head>
<body>
<h1>三実主義</h1>
<p>松山大学では建学の精神である「三実主義」を校訓として尊重している。</p>
<ul>
<li>真実</li>
<li>忠実</li>
<li>実用</li>
</ul>
<h2>真実 (truthful) とは</h2>
<p>真理に対する「まこと」である。
皮相な現象に惑溺（わくでき）しないで、進んでその奥に真理を探り、枯死した既成知識に安住せず、たゆまず自ら真
知を求める態度である。</p>
<h2>忠実 (faithful) とは</h2>
<p>人に対する「まこと」である。
人のために図っては己を虚（むな）しうし、人と交わりを結んでは終生操（みさお）を変えず、自分の言行に対しては
どこまでも責任をとらんとする態度である。</p>
<h2>実用 (useful) とは</h2>
<p>用に対する「まこと」である。
真理を真理のままに終わらせないで、必ずこれを生活の中に生かし、社会に奉仕する積極進取の実践的態度である。
</p>
</body>
</html>

sanjitsu.html



今回の内容

• ＨＴＭＬの基本構文

– 改行

– ハイパーリンク
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ソースコードでの改行

• 原則としてソースコード上の改行は無視される
<html>

<head>

<title>改行の例</title>

</head>

<body>

<h1>改行の例</h1>

<p>こんにちは！

お元気ですか？

さようなら。</p>

</body>

</html>
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注意点

• 改行場所にわずかな隙間が入ることも !?
<html>

<head>

<title>改行の例</title>

</head>

<body>

<h1>改行の例</h1>

<p>

■■■■■

■■■■■

■■■■■

</p>

</body>

</html>
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ソースコード上では句読点の後で改行するとよい。
■■■■■、
■■■■■。



自然改行

• ブラウザは適切な位置で改行する

– ブラウザの横幅に応じて改行場所を変える

– ブラウジング環境はユーザごとに異なる
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例題
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<html>
<head>
<title>改行</title>
</head>
<body>
<h1>改行</h1>
<h2>自然改行</h2>
<p>文が長くて１行に表示できないときは、
適切な場所で改行されます。</p>
<h2>強制改行</h2>
<p>文が長くて１行に表示できないときは、<br />
適切な場所で改行されます。</p>
<hr />
<address>
作成者：檀 裕也<br />作成日：2008年 4月28日
</address>
</body>
</html>

newline.html



表示例

• ＷｅｂブラウザでＨＴＭＬファイルを開く

– 画面の横幅を変化させ、改行の様子を確認せよ
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br 要素

• 強制改行

– 文などコンテンツの途中で強制的に改行する

– 本来は <br></br> と記述すべきだが
まとめて <br /> と略記できる

– line break
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<p>文が長くて１行に表示できないときは、<br />
適切な場所で改行されます。</p>



hr 要素

• 水平線

– 水平線を挿入する

– 本来は <hr></hr> と記述すべきだが
まとめて <hr /> と略記できる

– horizontal rule
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適切な場所で改行されます。</p>
<hr />
<address>



address 要素

• 作成者情報

– 作成者に関する情報を記述する
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<address>
作成者：檀 裕也<br />作成日：2008年 4月28日
</address>



ハイパーリンクの a 要素

• ハイパーリンクの始点と終点を設定する

<a href="リンク先URL">コンテンツ</a>

– anchor = 碇 （いかり）
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<h1>ハイパーリンク</h1>
<a href="http://www.w3.org/">W3C</a>は
Web 標準の実現を目指す組織である。

ハイパーリンク

リンク元コンテンツ リンク先ＵＲＬ



まとめ

• ＨＴＭＬの基本構文

– 強制改行

– 水平線

– ハイパーリンク
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提出物

• 次のスライドに示したＷｅｂページを作成し、
電子メールに添付して提出せよ。

– 宛先： dan@cc.matsuyama-u.ac.jp

– 件名： Webデザイン#05_課題

– 本文： 授業の感想など

– 添付ファイル： matsuyama-u.html
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matsuyama-u.html



次回の予定

• 第６回 ＨＴＭＬの基本タグ

– ２００８年 ４月３０日（水） ５時限目

– ８７０教室
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